
第147回 日 文 研 フ ォ ー ラ ム

■

近代詩 にお ける擬声語 につ いて
OnomatopeiaandItsRhetoricalUse

inModernJapanesePoetry

■

マ シ ミ リ ア ー ノ ・ トマ シ

MassimilianoTOMASI

国際 日本文化研究セ ンター





日
文
研

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
の
創
設

に
あ
た
り
、

一
九
八
七
年
に
開
設
さ
れ
た
事
業

の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
主
な
目
的

は
海

外

の
日
本

研
究
者

と
日
本

の
研
究
者
と

の
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。研

究
と

い
う
人
間

の
営
み
は
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動

の
み
で
成
り
立

っ
て
い

る
わ
け

で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
会
や
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら

の
議

論

や
情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
機

に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
そ

の
よ
う
な
契
機
を
生
み
出
す
こ
と
を
願

い
、
様

々
な
研
究

者
が
自
由
な

テ
ー

マ
で
話
が
出
来

る
よ
う

に
、
文
字
ど
お
り
イ

ン
フ
ォ
ー

マ
ル

な

「広
場
」
を
提
供
し
よ
う
と
す

る
も

の
で
す
。

こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書

の
公
刊
を
機
と
し

て
、
皆
様

の
日
文
研

フ
ォ
ー

ラ
ム

へ
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長

山

折

哲

雄





● テーマ ●

近代詩における擬声語について
OmomatopeiaandItsRthetoricalUse

inModernJapanesePoet「y

● 発 表者 ●

マ シ ミリアー ノ ・トマ シ

MassimilanoTOMASI

ウ ェ ス タ ン ワ シ ン トン大 学 準 教 授

AssociateProfessor,WesternWashingtonUniversity

国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー 外 国 人 研 究 員

VisitingResearchScholar,Int'lResearchCenterforJapaneseStudies

2002年2月12日(火)



発表者紹介

マ シ ミ リ ア ー ノ トマ シ

MassimilianoTOMASI

ウ エ ス タ ン ワ シ ン トン大 学 準 教 授

国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー 外 国 人 研 究 員

AssociateProfessor,WesternWashingtonUniversity

VisitingResearchSchola筑Int'lResearchCenterforJapaneseStudies

略 歴

1989年9月 フ ィ レ ン ッ ェ 大 学 教 育 学 部 卒 業

1993年3月 名 古 屋 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 修 士 課 程 修 了(日 本 言 語 文 化)

1997年3月 名 古 屋 大 学 博:士

1997年9月 ～ 現 在 ウ ェ ス タ ン ワ シ ン トン大 学 日本 語 科 準 教 授

著 書 ・論 文 等

1.「 明 治 大 正 時 代 の 日本 の 修 辞 学 研 究 に お け る擬 声 語 の位 置 付 け に つ い て 」

単 著1994『 名 古 屋 大 学 人 文 科 学 研 究 』 第24号41-53頁

2.「 近 代 日本 に お け る修 辞 学 研 究 の 特 質 一 そ の 一 つ 西 洋 修 辞 学 変 遷 の 再 現 」

単 著1994『 国 際 日本 文 学 研 究 集 会 会 議 録 』 第18回91-108頁

3.「 大 正 時 代 の 修 辞 学 研 究 一明 治 時 代 の 修 辞 学 研 究 を背 景 と し て 一」

単 著1994『 こ とば の科 学 』 第6号23-37頁

4.「 島 村 包 月 に お け る修 辞 採 否 の 問 題 」

単 著1995『 日本 文 学 』 第44巻 第2号23-37頁

5.「 明 治 時 代 の 修 辞 学 研 究 に お け る修 辞 採 否 の 成 立 問 題 一江 戸 の 国 語 学 者 の 言 語

感 と の 接 点 につ い て 一」

単 著1996『 名 古 屋 大 学 人 文 科 学 研 究 』 第25号141-150頁

6.「 自然 主 義 に お け る 修 辞 採 否 の 問 題 一 田 山花 袋 の 場 合 一」

単 著1997『 こ と ば の 科 学 』 第9号119-129頁

7."QuestforaNewWrittenLanguage:WesternRhetoricandtheGeηbuη1亡chf

Movemenし"inM∂ η%耀 鋭 α1>吻oπ ゴoα54.3(1999),pp.333-60.

8."StudiesofWesternRhetoricinModernJapan:TheYearsbetweenTakada

Sanae'sβ 醒gα肋andtheTurnoftheCenturジ'/∂%7"α1(ゾ 〃診εSo%焼 ωθ∫'

Co瞬 名θ〃6θのrン七∫α〃S'z64∫θSvoL2(2000),PP.145-67.

9."RhetoricasMetalanguageandtheMetalanguageofRetoric:HowLanguage

DefinesandIsDefinedintheWorksofRhetoricoftheMeijiandTaish6

Periodsノ'ノ10孟sげ 孵 髭勿ぷPAJLS6(2001),PP.220-35.

10."OratoryinMeijiandTaish6Japan:PublicSpeakingandtheFormationofa

NewWrittenLanguage,"1曜 碗 跏 θ吻N吻o耽 α57:1(2002Lpp.43-71.



は
じ
め
に

明
治
維
新
以
降
、
日
本

の
文
章
表
現
が
変
遷
し
て
い
く
に

つ
れ

て
、
様

々
な
古

い
要
素
が
捨
象
さ
れ
、

ま
た

一
方
で
新
し

い
要
素
が
導
入
さ
れ

て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
国
文
学

・
国
語
学
史
上
、
見
逃
せ

な

い
事
実
で
あ
る
。
生
活

の
変
化
と
と
も
に
言
語
も
変
化
し
、
社
会

の
変
化
と
と
も
に
そ

の
実
態
を
語

る
文
学
的
表
現
も
変
化
す
る
こ
と
も
至
極
、
当
然

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま

で
の
語
彙
研
究
に
お

い
て
は
、
「
近
代
文
章

の
変
革
は
語
彙
を
中
心
に
な
さ
れ
た
と

い

っ
て

も
よ

い
」

(木
坂
基

『近
代
文
章

の
成
立

に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
風
間
書
房
、

一
九
七
六
年

、
八
十

八
頁
)
と

い
う
指
摘
、
す
な
わ
ち
外
来
語

の
増
加
、
学
術
用
語

の
導
入
、
翻
訳
語

の
工
夫
な
ど
が
国
語

史

や
国
文
学
史

の
観
点

か
ら
し
て
最
も
目
立

つ
類

の
指
摘
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
同
時
に
、
言
文

一

致
研
究

に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な

っ
た
よ
う
に
、
新
文
章

の
成
立

の
問
題
は
、
語
彙

レ
ベ
ル
を
超
え
る
も

の
も
あ
り
、
二
葉
亭

四
迷
や
山

田
美
妙
、
尾
崎
紅
葉
な
ど

の
よ
う
な
作
家
を
起
点
と
し
て
日
本

の
文
章

が
文
体

の
レ
ベ
ル
で
も
大
き
く
変
遷
し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。

二
葉
亭
ら
は
徐

々
に
文
章

に

口
語
的
な
要
素
を
導
入
し
、
言
文

一
致
運
動

や
口
語
体

の
成
立

に
大

い
に
貢
献

し
た
が
、
明
治
大
正
時

代
、
新
し

い
文
章

の
成
立
と
と
も
に
、
ど

の
よ
う
な
新
し

い
文
章
表
現
が
成
立
し
、
ま
た
は
多

用
さ
れ

た
か
と

い
う
点
に
関
し
て
は
、
現
在
な
お
多
く

の
課
題
が
残
さ
れ

て
い
る
。
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本
日
は
、
近
代
日
本
文
学

に
お
け
る
文
章
表
現
と
し
て
の
擬
声
語

の
位
置
付
け
を
考
察
す
る
。

こ
こ

で
い
う
擬
声
語
と
は
、
聴
覚
を
介
し
て
感
知
さ
れ
る
現
象
を
模
写
す

る
擬
音
語
と
、
動
作

.
様
相
等

の

現
象
を
音
声
象
徴
に
よ

っ
て
表
わ
す
擬
態
語
と
を
含
む
も

の
で
あ
る
。

こ
の
発
表

で
は
、
近
代
の
文
章

に
は
擬
声
語
を
従
来
よ
り
多
用
す

る
傾
向

が
見
ら
れ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

に
口
語
体

へ
の

変
遷
を
特
徴
づ
け

て
い
る
か
、
と
り
わ
け
近
代
自
由
詩
を
対
象
と
し
、
代
表
的
詩
人
に
よ
る
擬
声
語

の

使

い
方
を
紹
介
す
る
。

擬
声
語

に

つ
い
て
は
多
く

の
先
行
研
究
が
す

で
に
な
さ
れ
、
『
源
氏
物
語
』
及
び

『今
昔
物
語
』
、
抄

物
な
ど
に
お

い
て
、
中
古
文
学
か
ら
中
世
文
学

に
か
け
て
擬
声
語

の
使
わ
れ
て
い
る
作
品
が
少
な
く
な

い
こ
と
は
定
説
と
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
擬
声
語
は
中
古
か
ら
す
で
に
広
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
近
代

文
学

の
特
色

の

一
つ
と
見
な
す

こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
先
行
研
究

に
お

い
て
は
次

の
指
摘
が
な
さ
れ

て
い
る
。
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「
擬
声
語
を
使
用
す

る
の
は
、
文

の
内
容
を
描
写
す

る
に
あ
た
り
実
に
具
体
的

で
直
接
感
覚

に
訴

え
、
し
か
も
そ
れ
は
ま

こ
と
に
簡
単

な
方
法
で
な
さ
れ
る
」

(寿
岳
章

子

『室
町
時
代
語

の
表
現
』

清
文
堂
、

一
九
八
三
年
、

一
八
五
頁
)
。



「擬
声
語
は
学
術
論
文

や
知
的
内
容

の
文
学
作
品

の
中
に
登
場
し
に
く

い
も

の
で
あ
り
」

(寿
岳
章

子

『室
町
時
代
語

の
表

現
』
、

一
八
六
頁
)
、

い
い
か
え

れ
ば

「文
章
語
的
色
彩
が
濃

い
文
体

に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
存
在
し
に
く

い
わ
け

で
あ
る
」

(山

口
仲
美

「
今
昔
物
語
集

の
象
徴

詞
i

表
現

論
的
考
察
i
」

『王
朝
』
第
五
号
、

一
九
七
二
年
、
十
三
頁
)
。

「擬
態
語
副
詞
は
、
現
実
描
写
性
を
反
映
し

て
、
強

い
口
語
性
を
持

つ
」

(木
坂
基

「
論
説
的
言
文

一
致
文
章

の
用
語
法
1

『
真
政
大
意
』
と

『百

一
新
論
』

の
副
詞
1
」

『近
世
文
芸
稿
』
第

二
十

二
号
、
広
島
近
世
文
芸
研
究
会
、

一
九
七
七
年
、

一
一
三
頁
)
。
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「
わ
が
国

の
文
学
作
品
に
限

っ
て
言
え
ば
、
象
徴
語

の
使
用
は
、
全
体
と
し

て
、
昔

よ
り
今

の
方

が
多

い
」

(大
坪
併
治

「象
徴
語
彙

の
歴
史
」
森
岡
健

二
他
編

『講
座

日
本
語
学
』
第

四
巻
、
明

治
書
院
、

一
九
八
二
年
、
二
三
四
頁
)
。

こ
れ
ら

の
指
摘
か
ら
、
描
写
を
特
有

の
手
法
と
し
た
近
代
文
学
に
お

い
て
は
、

口
語
化
が
進
む
に

つ

れ

て
、
擬
声
語

の
使
用
率
も
増
加
し

て
い

っ
た
可
能
性
が
高

い
こ
と
が
わ
か
る
。
先
行
研
究

で
は
擬
声

語

の
口
語
性
や
写
実
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、
擬
声
語
が
近
代
文
章
表
現

の
特
徴

の

一
つ
と
考
え
ら



れ

る
こ
と
を
促
す
も

の
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
明
治
維
新
以
降

の
文
壇
で
そ
の
頻
度

が
増

加
し
た
こ
と
を
実
証

で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
理
由

に

つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な

い
。

こ

の
解
明

の
た
め
に
は
、
近
代
化
を
と
も
な

っ
た
俗
語

の
新
し

い
認
識

の
問
題
を
ま
ず
考
え

る
必
要

が
あ

ろ
う
。

俗
語
の
価
値
に
関
す
る
新
し
い
認
識
の
問
題

坪
内
逍
遥

が

『小
説
神
髄
』

(
一
八
八
五
～

八
六
年
)

の
中

で
写
実
主
義

を
主
張
し

て
以
来
、
近
代

小
説

の
展
開
を
通

じ
て
最

も
顕
著

に
現

わ
れ
た

の
は
、
言
語
表

現

に
お
け

る
写
実

的
傾
向

で
あ

る
。

「
こ
の
写
実
的
傾
向
は
、
た
だ
叙
述
形
式

の
み
に
あ
ら
わ
れ
た
傾
向

で
は
な
く
、
表
現
全
体
を
支

配
し

て
、

こ
れ
を
近
代
風

に
特
色
づ
け
て

い
る
」

(島
方
泰
助

『明
治
小
説
論
』
明
治
書
院
、

一
九
四
九
年
、

三

一
〇
頁
)
と
考
え

る
。
こ
の
写
実
的
傾
向

に
沿

っ
て
細
密
な
描
写
と
俗
語

の
使
用
が
進
む
な
か
、
近

代
文
学

は
新

し

い
社
会

の
現
実
を
描
写
、
表
現
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。

し
か
し
、

「
近
代

の
口
語
は
、

江
戸
時
代
に
お

い
て
、
す

で
に
八
文
字
舎
本
な
ど

の
な
か
に
姿
を
み
せ
て

い
る
」
し
、
「
そ
れ
は
、
会

話

の
叙
述
と
し

て
あ
ら
わ
れ
」

て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
は

「
会
話

に
口
語
を
選
ん
だ
理
由
が
、
会
話
を

現
実

に
行
わ
れ

つ
つ
あ

る
会
話
そ

の
ま
ま

の
様
態

に
近
く
表
現
し
よ
う
と
す

る
描
叙
的
意
図
に
も
と
づ
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い
た
も

の
で
あ
る
と

い
う

こ
と
は
疑
え
な

い
」

(
『明
治
小
説
論
』

三
二
三
頁
)

の
で
あ

る
。

つ
ま
り
、

俗
語
は
既
に
江
戸
小
説

に
広
く
登
場
し
て
お
り
、
特

に

「明
治
に
入

っ
て
の
言
文

一
致
運
動

の
効
果

の

早
く

い
ち
じ
る
し
か

っ
た

の
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
俗
文

の
普

及
し

て
い
た

こ
と
が
、
そ

の

]
原
因

で
あ

る
と
見
る
べ
き
」

(中
村
幸
彦

『近
世
的
表
現
』
<
<
中
村
幸
彦
著
述
集
>
>
第
二
巻
、
中
央
公
論
社
、

一
九
八
二
年
、

]
〇
三
頁
)
で
あ
る
。

事
実
、
江
戸
小
説

の
起
源
を
辿

っ
て
み
れ
ば
、
仮
名
草
子

や
浮
世
草
子
に
は
す
で
に
擬
声
語
を
含
め

た
口
語
的
な
要
素

が
広
く
見
受
け
ら
れ
、
当
時

の
口
語
用
法

の
研
究
資
料
と
し

て
有
用

で
あ
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
以
降

の
散
文
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
洒
落
本
や
滑
稽
本
も
、

擬
声
語
を
含
め

て
俗
語
を
生
か
し
、
近
世
的
内
容
に
応
じ
得
る
表
現
を
求

め
た

の
で
あ

っ
た
。
結
果
的

に
、

こ
れ
ら

の
な
か
で
用

い
ら
れ
た
俗
語
は
単
な
る
様
態

の
描
写
に
と
ど
ま

っ
て
お
ら
ず
、

「
そ

の
背

後

に
は
お
そ
ら
く
写
実
型
特
有

の
小
説
言
語

の
法

則
が
埋
在
し

て
い
る
は
ず
」

で
あ
り
、

「常
談
平
語

は
写
実
型
固
有

の
小
説
言
語
と

し
て

一
つ
の

「
修
辞
上

の
文
彩
」
た
り
え

て
い
る
」

(野

口
武
彦

「
江

戸
期
小
説

の
言
語
構
造
」

『
言
語
生
活
』
第
三
〇
九
号
、

一
九
七
七
年
六
月
)
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
当
時

の
俗
語
は
文
章
表
現
に
お
け
る
新
し

い
修
辞

で
あ
り
、
近
世
文
学
か
ら
近
代
文
学

へ

か
け
て
の
移
行
過
程
を
最
も
特
徴
づ
け
て

い
る
要
素

の
ひ
と

つ
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

さ
ら

に
、
も
う

一
つ
の
課
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
近
代
文
学
特
有

の
表
現
形
態

で
あ
る
小
説

の
再
定
義
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で
あ

る
。
平
安
時
代
以
降
、
雅
俗

の
対
立

が
激
し
く
な
る
と
、
芸
術

の

一
分
野
と
見
ら
れ
て
い
た
文
学

作
品

で
は
俗
語
が
使
わ
れ
づ
ら
く
な

っ
た
。
そ

の
後
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
小
説

の
な
か
に
俗
語
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
た
だ
、
江
戸
時
代

の
小
説
は
娯
楽

の
た
め

の
も

の
と
見
な
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
本
格
的
に
芸
術
と
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

の
は
、
逍
遥

の

『小
説
神
髄
』

以
降

で
あ

る
。
明
治
に
入
り
芸
術
と
認
め
ら
れ
た
小
説
は
、
そ

の
表
現
も
芸
術
と
見
な
さ
れ
、
俗
語
は
庶
民

の
言

語

の
再
現
だ
け

で
は
な
く
、
新
し

い
現
実
社
会
を
描
写
す
る
た
め
の

一
つ
の
有
用
な
手
法
と
な

っ
た
。

そ
し

て
、
そ
の
価
値

に

つ
い
て
新
し

い
認
識
を
提
起
し
、
擬
声
語

の
よ
う
な
日
常
的
表
現

の
新

し

い
位

置
付
け
を
促
す
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

近
世
文
学

の
中
に
は
俗
語
で
あ
る
擬
声
語
が
広
く
使
わ
れ

て
い
た
。
擬
声
語
は
近
世

の
戯
作
文
学
な

ど
に
お

い
て
は
す
で
に
特
有
な
表
現
方
法
と
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て
明
治
時
代
以
降
も
写
実
法

の

一
つ

と
し

て
文
章
に
使

い
続
け
ら
れ
、
や
が

て
新
文
章

の
特
徴

に
も
な

っ
て
い

っ
た

の
で
あ
る
。
擬
声
語
は
、

二
葉
亭
四
迷
、
小
栗
風
葉
な
ど

の
写
実
主
義
系

の
作
家
を
は
じ
め
、
自
然
主
義
系

の
小
杉
天
外
、
真
山

青
果
、
ま
た
は
私
小
説
系
統

の
葛
西
善
蔵
等

の
多
く

の
作
家
た
ち
に
多
用
さ
れ
た
。

つ
ま
り
新
式
文
章

へ
の
変
遷
過
程
を
最
も
反
映
し
た
表
現
法

の

一
つ
な

の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
擬
声
語
が
、
当
時
、
近
代
的
表
現
と
し
て
多
く

の
文
章
論

の
中

で
評

価

さ
れ
て

い
た

こ
と
も
見
逃
せ
な

い
重
要
な
点

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

一
九

一
二
年

の

『作
文
講
話
及
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文
範
』

で
は
、
擬
声
語
は
事
物
を
具
体
的
に
写
す
こ
と
に
最
も
必
要
な
も

の
で
あ
り
、
他

の
あ
ら
ゆ
る

修
辞
を
捨

て
て
擬
声
語
だ
け
を
十
分
に
使
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
相
当
な
名
文
を
綴
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ

て
い
る

(芳
賀
矢

一
・
杉
谷
虎
蔵

『作
文
講
話
及
文
範
』
冨
山
房
、

一
九

一
二
年
、

一
七
七
頁
)
。

国
文
学
者
芳
賀
矢

一
に
よ
れ
ば
、
擬
声
語
は
、
中
国

の
文
章
あ
る

い
は
西
洋

の
文
章
よ
り
も
、

日
本

の

文
章

で
最
も
多
用
さ
れ
、
古
来

の
日
本

で
は
有
名
な
文
学
者

で
あ
れ
ば
擬
声
語
を
使
用
し
な

い
も

の
が

な
か

っ
た
等
と

い
う
。
芳
賀
は
、
無
技
巧
を
訴
え
る
当
時

の
自
然
主
義

の
文
章
で
は
、
擬
声
語
だ
け
は

盛

ん
に
用

い
ら
れ
、
国
文

の
長
所
を
発
揮
し
よ
う
と
思
え
ば
是
非
と
も
擬
声
語
を
使
用
し
な
く

て
は
な

ら
な

い
と
さ
ら
に
述
べ
て
い
る

(
『作
文
講
話
及
文
範
』

一
八
三
頁
)
。

写
実
主
義

.
自
然
主
義
文
学

の
文
体
に
お
け
る
擬
声
語

の
位
置
付

け
に

つ
い
て
は
、
当
時
、
早
稲
田

大
学
教
授

の
五
十
嵐
力
も
言
及
し
て
い
る
。
五
十
嵐
は
修
辞
学
者
で
も
あ

っ
た
が
、
氏

に
よ
れ
ば
、
新

式
文
章

で
は
修
辞
を
使
わ
な

い
傾
向

が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
擬
声
語

い
わ
ば
声
喩
と

い
う
修
辞

だ
け
は
多
く
用

い
ら
れ
た
と

い
う

(五
十
嵐
力

『新
文
章
講
話
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
〇
九
年
、

四
四
〇
頁
)
。
同
様
な
指
摘

が
美
学
者
渡
辺
吉
治

に
も
見
ら
れ
た
。
渡
辺
は

「
か
か
る
擬
声
語
は
、
比

喩
を
工
夫
す
る
暇
の
な

い
実
生
活

の
会
話
に
お

い
て
も
多
く
用

い
ら
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
ま
た
実

生
活

の
言
語
を
用

い
る

口
語
体

の
現
代
文
に
用

い
ら
れ

る
」

(渡
辺
吉
治

『
現
代
修
辞
法
要
』
神
保
書

店
、

一
九

二
六
年
、

二
二

一
頁
)
と
述

べ
、
擬
声
語
を
自
然
主
義

の
無
技
巧
論

に
背
反
し
な

い
、
実
生

一7一



活
と
深

い
か
か
わ
り
を
持

つ
も

の
と
し

て
位
置
付
け

て
い
る
。
こ
う

し
て
擬
声
語
と

い
う
言
語
表
現
と
、

「
近
代
性
」
と

い
う
概
念
と

の
問
に
は
新
し

い
関
連
性
が
見
出
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
明
治
末
期

、

自
然
主
義
を
中
心
と
す
る
文
壇

で
は
、
芸
術
と
人
間

の
実
生
活
と

の
関
係
が
求
め
ら
れ
た
。
文
壇
で
は
、

形
式
主
義

に
頼
ら
な

い
、
思
想
と

一
致
す
る
よ
う
な
表
現
が
目
的
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
古

い
修

辞
法
で
は
な
く
、
人
間

の
生
活

の
現
実

に
即
し
た
日
常
言
語

に
よ
る
表
現

に
還
元
す

べ
き
と

さ
れ
た
。

こ
の
意
味

で
は
、
文
章

が
口
語
体

へ
変
遷
す
る
過
程

で
、
擬
声
語

の
よ
う

な
表
現
が
多
く
用

い
ら
れ
て

も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
か

っ
た
。
事
実
、
こ
の
よ
う
な
傾
向

は
多
く

の
作
家

に
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

森
鴎

外
は
、
文
語
文
に
よ
る

『舞
姫
』

(
一
八
九
〇
年
)
と

『う
た
か
た

の
記
』

(同
年
)

で
は
擬
声
語

を
ほ
と
ん
ど
用

い
て

い
な

い
が
、

ロ
語
体
で
書

い
た

『半

日
』

(
一
九

〇
九
年
)
、
『
ヰ
タ

.
セ
ク
ス
ア

リ
ス
』

(
一
九
〇
九
年
)
及
び

『雁
』

(
一
九

一
一
～

一
九

一
三
年
)
で
は
比
較
的
多
く
使
用
し
て

い
る

と
言
え

る
。
同
様

に
、
尾
崎
紅
葉

の
場
合
も
、
文
語
文

に
よ
る

『金
色
夜
叉
』

(
一
八
九
七
～

一
九
〇

二
年
)
と
、

口
語
文

の

『多
情
多
恨
』

(
一
八
九
六
年
)
を

比
較
す

る
と
、
後
者

に
お

い
て
擬
声
語
を

よ
り
多
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

擬
声
語
は
近
代
文
学

に
お

い
て
多
く
用

い
ら
れ
た
が
、
擬
声
語
は
当
時

の
文
壇
を
支
配
し
た
自
然
主

義

に
よ
る
無
技
巧
論
に
背
反
し
な
か

っ
た

こ
と
、
現
実

の
状
況
を
細
密
に
模
写

で
き

る
も

の
と
し

て
当

時

の
文
章

に
か
か
せ
な

い
も

の
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
実
生
活
を
表
現

で
き

る
俗
語
と
し

て
よ
く
愛
用
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さ
れ

て
い
た
こ
と
、

の
三
点
が
そ

の
主
な
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
擬
声
語
は
小
説
だ
け
に
多
用
さ
れ
た
わ
け

で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
擬
声
語

の
表
現
性
が
最

も
発
揮
さ
れ
た

の
は
詩

で
あ

ろ
う
。

こ
の
発
表

で
は
、
特
に
自
由
詩

に
焦
点
を
あ

て
、
そ

こ
に
見
ら
れ

る
擬
声
語

の
表
現
性
を
考
察
す
る
。

自
由
詩
に
お
け
る
擬
声
語
に
つ
い
て

自
由
詩
に
お

い
て
は
口
語
体
化

の
進
行

に
伴

っ
て
の
擬
声
語

の
増
加

、
及
び
そ

の
用
法

の
多
様
化
、

ま
た
擬
声
語
に
よ
る
様

々
な
修
辞
的
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と

が
、
最
も
注
目
に
値
す
る

点

で
あ

る
。

ち
な
み
に
、
詩

に
お
け

る
言
文

一
致
運
動
は
、

一
八
八
二
年
に
新
体
詩

の
提
唱
に
よ

っ
て
始
ま

っ
た

と
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
年

に
刊
行
さ
れ
た

『新
体
詩
抄
』

で
は
、
新
し

い
詩

の
誕
生

の
た
め
に
、
次

の

二
点

が
提
唱
さ
れ
た
。
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(
1
)
用
語

の
範
囲
を
拡
大

し
、
俗
語
を
取
り
入
れ
て
、
読
者

に
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

(
2
)
和
歌
、
俳
句
、
漢
詩

の
よ
う
な
従
来

の
詩
形

で
は
表
わ
せ
な

い
こ
と
を
表
現
す

る
こ
と
。

(
羽



生
康

二

『
口
語
自
由
詩

の
形
成
』
雄
山
閣
、

一
九
八
九
年
、
六
頁
)
。

上
記

の
二
点

か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
「
平
俗
性
と
即
物
性
と
直
叙
性
と
に
よ

っ
て
、
オ
ノ

マ
ト
ペ

(す
な
わ
ち
、
擬
声
語
)

は
、
新
体
詩
語

の
資
格
を
賦
与
さ
れ
た
」

の
で
あ
る

(塚
原
鉄
雄

「
近
代
詩

人
と
オ
ノ

マ
ト

ペ
」

『言
語
生
活
』
第
二
七
三
号
、

一
九
七
四
年
六
月
、
四
頁
)
。
そ
の
上
に
、
定
形
詩

の
制
約
を
持
た
な

い
自
由
詩

で
は
、
擬
声
語
は
自
ら

の
生
産
的
性
格
を
発
揮
し
、
三

.
四
音
節

の
語
だ

け
で
な
く
、
十
音
節
以
上

の
形
態
を
な
す
も

の
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
珍
し

い
形
態
は
、
定
型
詩
に
お

い
て
は
制
限
さ
れ

て
い
た
が
、
制
約
を
持
た
な

い
自
由
詩
で
は
使

用
さ
れ
得

る
も

の
で
あ

っ
た
。

詩

の
口
語
体
化

の
進
展
に

つ
れ
、
擬
声
語
が
よ
り
多
用
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と
は
、

口
語
自
由

詩

の
完
成
者
と
さ
れ
る
詩
人

の
中

に
よ
く
見
ら
れ
る
現
象

で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
村
光
太
郎

の
場
合
、

「
『道
程
』

の
詩
編
を
書

い
て

い
く
過
程

で
、
光
太
郎
は
文
語
か
ら
脱
却
し
ロ
語

へ
と
移
行

し
た
」
と
既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る

(羽
生
康

二

『
口
語
自
由
詩

の
形
成
』

一
一
八
頁
)
。

『道
程
』
は

一
九

一
〇
年

か

ら

一
九

一
四
年

に
か
け

て
書
か
れ
た
詩
集

で
あ
る
が
、

一
九

一
〇
年

の
他

の
作
品
と

『道
程
』
と
を
比

較
し
て
み
る
と
、
光
太
郎
が
口
語
体

へ
移
行
す
る
段
階
で
擬
声
語

の
語
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
り
わ
け
、

一
九

一
二
年

に
書
か
れ
た

「
雨
」
及
び

一
九

一
三
年

に
書
か
れ
た

「
牛
」
、
「
山
」
、
「粘
土
」
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な
ど

で
は
同
様
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。
同
じ
く
、
石
川
啄
木

の
場
合
、

一
九
〇
五
年

の

『あ
こ
が
れ
』

と
、
彼

の
最
も

口
語
的
な
詩
集
と
さ
れ

て
い
る

『心

の
姿

の
研
究
』

(
一
九

〇
九
年
)
、

『呼
子
と

口
笛
』

(
]
九

=
二
年
)
及
び
書
簡

・
日
記
中

の
詩
と
を
比
較
す

る
と
、
後
者
で
擬
声
語
が
よ
り
多
く
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
萩
原
朔
太
郎

の
場
合
も
、

口
語
自
由
詩

の
画
期
的
な
作
品
と
さ
れ

て
い
る

『月
に
吠
え
る
』

(
一
九

一
七
年
)
及
び

『青
猫
』

(
]
九

二
一二
年
)
で
は
、
擬
声
語
が
圧
倒
的

に
多

い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前

の
少
年
時
代

の
作
品

『愛
燐
詩
篇
』
と
、
文
語
帰
り

の
作
品
と
さ
れ
る

『
郷
土
望
景
詩
』

(と
も
に

]
九

二
五
年

の

『純
情
小
曲
集
』

に
所
収
)
と

に
お

い
て
は
、
擬
声
語

の
使

用
率

が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

い
。

つ
ま
り
、
こ
の
三
人

の
詩
人
に
お

い
て
、
文
語
か
ら

口
語

へ
の
移
行
は
、

擬
声
語

の
採
否
に
関
連
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

自
由
詩

の
中

で
擬
声
語
が
多
く
な
お
か

つ
巧
み
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い

る

(小
嶋
孝
三
郎

『
現
代
文
学
と
オ
ノ
マ
ト
ペ
』
桜
楓
社
、

一
九
七
二
年
及
び
大
坪
併
治

『擬
声
語

の

研
究
』
明
治
書
院
、

]
九
八
九
年
を
参
照
)
が
、
こ
の
発
表

で
は
ど
の
よ
う

に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か

に
特

に
焦
点
を
当

て
、
考
察
を
進

め
る
こ
と
に
す

る
。

自
由
詩

に
お

い
て
は
、
擬
声
語

の
反
復

が
最
も
頻
繁
に
見

ら
れ
る
修
辞
的
操
作

の
ひ
と

つ
で
あ

る
。

と
り
わ
け
、
自
由
詩
作
家

の
代
表
的
存
在

で
あ

っ
た
萩
原
朔
太
郎
や
北
原
白
秋
は
、
反
復
法
を
よ
く
採

用
し
、
擬
声
語
を
意
識
的

に
特
定

の
位
置

で
用

い
る
こ
と
に
よ

っ
て
印
象
的
な
平
行
法
的
効
果
を
作
り

11



出
し
て

い
る
。
こ
こ
で
反
復
法

の

一
種

で
あ
る
結
句

反
復

の
例
を
あ
げ

て
お
く
。

し

の
の
め
き
た
る
ま

へ

家
家

の
戸

の
外

で
鳴

い
て
ゐ
る
の
は
鶏
で
す

声
を
ば
な
が
く
ふ
る
は
し
て

さ
む
し

い
田
舎

の
自
然
か
ら
よ
ぴ
あ
げ
る
母

の
声

で
す

と
を
て
く
う
、
と
を

る
も
う
、
と
を
る
も
う
。

朝

の
つ
め
た

い
臥
床

の
中
で

私

の
た
ま
し
ひ
は
羽
ば
た
き
を
す
る

こ
の
雨
戸

の
隙
間
か
ら
み
れ
ば

よ
も

の
景
色

は
あ
か
る
く
か
が
や

い
て
ゐ
る
や
う

で
す

さ
れ
ど
も
し

の
の
め
き
た
る
ま

へ

私

の
臥
床
に
し
の
び
こ
む
ひ
と

つ
の
憂
愁

け
ぶ
れ
る
木
木

の
梢
を

こ
え

遠

い
田
舎

の
自
然
か
ら
よ
ぴ
あ
げ
る
鶏

の
こ
ゑ
で
す
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と
を

て
く

う

、
と

を

る
も

う

、
と

を

る
も
う

。

(後
略

)

(萩

原
朔
太

郎

「鶏

」

『青

猫
』
)

結
句
反
復
と
は
、
句

や
節
及
び
文

の
末
尾

の
重
要
な
語
句
を
後
続
す

る
句
や
節
及
び
文

の
末
尾
で
繰

り
返
す
表
現
法

で
あ
る
が
、
上
記

の
詩

の
場
合
、
擬
声
語
を
規
則
的
に
詩
節
末

に
配
列
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
結
句
反
復
に
よ
る
平
行
法
的
効
果
が
生
み
出
さ
れ
て

い
る
。
実
際
、
朔
太
郎
は
、
詩

の
中
で
同

様

な
擬
声
語

の
反
復
を
特

に
好

ん
で
お
り
、

こ

の
他

に
も
例
え
ば

「
軍
隊
」

や

「
遺
伝
」

(
と
も

に

『青
猫
』

に
所
収
)

の
中

で
そ
れ
ぞ
れ

「
づ
し
り
、
づ
し
り
、
ば
た
り
、
ば
た
り
」
、

「ざ

つ
く
、
ざ

つ

く
、
ざ

つ
く
、
ざ

っ
く
」
や

一
の
を
あ
あ

る

と
を
あ
あ

る

や
わ
あ
」
を
規
則
的
に
各
節
末

で
繰
り

返

し
て

い
る
。
ま

た
、
規
則
的
に
で
は
な

い
が
、
た
と
え
ば

「
雲
雀

の
巣
」

(
『月
に
吠
え

る
』
)
及
び

「
薄
暮

の
部
屋
」

(
『青
猫
』
)

の
中

で
も
そ
れ
ぞ
れ

「
ぴ
よ
ぴ
よ
ぴ
よ
」
と

「
ぶ
む
ぶ
む
ぶ
む
」
を
幾
度

か
繰
り
返
し

て
お
り
、
朔
太
郎
に
お

い
て
は
こ
の
よ
う
な
擬
声
語

の
使

い
方
が
ひ
と

つ
の
特
徴

に
な

っ

て
い
る
と
言
え

よ
う
。

つ
ま
り

「象
徴
詩
を
作
る
ほ
ど

の
人
は
文
字

の
視
覚
に
注
意
す
る
以
上
に

『言

葉

の
音
楽
』

に
注
意
し
て
も
ら
ひ
た

い
」

(「
朔
太
郎

の
感
想
」

『感
情
』
第
十
号
、

一
九

一
七
年
五
月
)

と
述
べ
た
朔
太
郎

に
と

っ
て
、
擬
声
語

の
反
復
に
よ
る
効
果
は
、
視
覚
的
効
果
あ

る
い
は
心
象
伝
達
効
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果

に
加
え

て
、
音
声
上
の
効
果
と

い
う
観
点
か
ら
も
極
め
て
重
要
な

の
で
あ
る
。

時
代
が
少

々
隔
た
る
が
、
詩
節
末

に
規
則
的
に
擬
声
語
を
配
列
す

る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
草
野
心
平

に
も
よ
く
見
ら
れ
る
修
辞
的
操
作

で
あ

る
。

寒

い
鉛

の
天

の
下
を
。

ま

つ
北
か
ら
の
風

の
な
か
を
。

ま
る
で
違

つ
た

も
う
あ

の
時

の
顔

々
で
な

い
。

ざ

つ
く

。
ざ

つ
く
。

ざ

つ
く

。

ざ

つ
く

。
ざ

つ
く

。
ざ

つ
く

。

ざ

つ
く

。
ざ

つ
く

。

靴
音
は
高

い
が
し
つ
か

で
あ
る
。

疲
れ
も
興
奮
も
…
し
つ
か
で
あ
る
。

湖
に
沈
む
雪
の
や
う
な
あ
ん
な
し
づ
け
さ
。
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こ
れ
は

も
う

た

だ

の
し

づ
け

さ

で
な

い
。

ざ

つ
く

。
ざ

つ
く
。

ざ

つ
く

。

ざ

つ
く

。
ざ

つ
く
。

ざ

つ
く

。

ざ

つ
く

。
ざ

つ
く

。

自
分
は
見
た
。

山
形

や
秋
田
や
岩
手

の
汽
車

の
な
か
か
ら

も
ん
ぺ
の
女
た
ち
が
窓
々
の
兵
士
に
お
茶
を
出
す

の
を
。

刈
入
れ

の
百
姓
が
稲

の
東
と
鎌
と
を
高
く
振
り
上
げ
て
見
送

っ
て
ゐ
る

の
を
。

胸

々
の
潮
ざ
ゐ
と
高
鳴
り
と
崩
れ
渦
巻
く
興
奮
と
を
。

停
車
場
毎

の
旗
と
楽
隊
と
万
歳
と
天

に
よ
ち

の
ぼ
る
大
鯨
波
を
。
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ざ

つ
ぐ
。

ざ

つ
く

。
ざ

つ
く

。

ざ

つ
く
。

ざ

つ
ぐ

。
ざ

つ
く

。



ざ

つ
く
。
ざ

つ
く
。

(後
略
)

(草
野
心
平

「
凱
旋
部
隊
」

『絶
景
』

一
九
四
〇
年
)

遠

い
深

い
重
た

い
底
か
ら

暗

い
見
え
な

い
涯

の
な

い
過
去
か
ら

つ
づ
つ
づ

わ
ー
る

つ
づ
づ
ん

づ
わ
ー
る

ぐ
ん
う

ん

う
わ
ー
る

黒

い
海
は
と
ど
ろ
き

つ
づ
け
る

黒

の
な
か
に
鉛
色

の
波
が
う
ま
れ
。

鉛
色

の
た

て
が
み
を
し
ぶ
か
せ
て
波
は
く
ず
れ
。

し
め

つ
ぽ

い
渚
に
腹
ば

つ
て
く

る
。

鉛
の
波
は
向
う
に
も
生
ま
れ
。

そ
し
て
黒
汁
色
に
呑
ま
れ
て
し
ま
う
。

け
れ
ど
も
ま
た
現
わ
れ
て
押
よ
せ
て
く

る
。
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つ
づ
つ
づ

わ
ー
る

つ
づ
づ
ん

づ
わ
ー
る

ぐ

ん
う

ん

う
わ
ー
る

(後
略
)

(草
野
心
平

「夜

の
海
」

『
マ
ン
モ
ス
の
牙
』

一
九
六
六
年
)

上
記

の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
擬
声
語

の
規
則
的
反
復
は
心
平
に
お

い
て
も
特
徴
的
な
表
現
法

の

一
つ
で
あ
る
が
、
似
た
よ
う
な
用

い
方
は
、
大
正
時
代

の
詩
人
、
山
村
暮
鳥

の
詩
に
も
見
ら
れ
る
。

ひ
ま
は
り
は
ぐ
る
ぐ
る
め
ぐ
る

火

の
や
う

に
ぐ
る
ぐ
る
め
ぐ
る

自
分

の
目
も

一
し

ょ
に
な

つ
て
ぐ
る
ぐ
る
め
ぐ
る

自
分

の
目
が
ぐ

る
ぐ

る
め
ぐ
れ
ば

い
よ

い
よ
は
げ
し
く

ひ
ま
は
り
は
ぐ
る
ぐ

る
め
ぐ
る

ひ
ま
は
り
が
ぐ
る
ぐ
る
め
ぐ
れ
ば
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自
分

の
目
は
ま

つ
た
く
暈
み

此

の
全
世
界
が
ぐ
る
ぐ

る
と
め
ぐ
り
は
じ
め
る

あ
あ
1

(山
村
暮
鳥

「
歓
楽

の
詩
」
『
風
は
草
木

に
さ
さ
や
ゐ
た
』

一
九

一
八
年
)

上
の
例

で
は
、
暮
鳥
は
、
同
じ
擬
声
語
を
各
行
末

で
幾
度
か
繰
り
返
し

て
い
る
。

一
方
、
以
下
の
詩

で
は
首
句

反
復
に
よ
る
平
行
法
的
効
果
が
見
ら
れ
る
。
北
原
白
秋

の
作
品

で
あ
る
。

お

お

、

ほ

ろ
う

ん
、

ほ

ろ
う

ん
、

ほ

ろ
ほ

ろ
、

お
お

、

ほ

ろ
ほ

ろ
。

春

は

ふ

け
、
春

は
ほ
う

け

て
、

古

ぼ
け

た
草

家

の
屋
根

で
、

よ
。

日

が
啼

く
、

白

い
野
鳩

が
、

啼

い
て
も

、
け

ふ

日
は
逝

つ
て
了

ふ

。

お
お
、

ほ
ろ

う
ん

、

ほ

ろ
う

ん
、

ほ
ろ

ほ

ろ
、
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お
お

、

ほ

ろ
ほ

ろ
。

庭

も
荒

れ
、
荒

る
る

ば

か
し

か
、

人

も
来

ぬ
葎

が
蔭

に

、

よ
。

茨

が
咲

く

、
白

い
野
茨

が

、

咲

い
て
も

、
知

ら

れ
ず

、
散

つ
て
了

ふ
。

お
お
、
ほ
ろ
う
ん
、
ほ
ろ
う
ん
、
ほ
ろ
ほ
ろ
、

お
お
、
ほ
ろ
ほ
ろ
。

何
を
見

て
も
、
何
を
為

て
も
よ
、

あ
あ

い
や
だ
、
寂
し

い
ば
か
り
よ
。

椅
子
か
揺
れ
る
、
白

い
寝
椅
子
が
、

寝
椅
子
も
ゆ
さ
ぶ
り
や
折
れ
て
了
ふ
。

(後
略
)

(北
原
白
秋

「
野
茨

に
鳩
」

『水
墨
集
』

一
九

二
三
年
)
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首
句

反
復
と
は
、
文
頭
や
行
首
を
以
下

の
節
頭

や
行
頭
に
お

い
て
繰
り
返
す
表
現
法

で
あ
る
。
白
秋



は
春

の
田
舎
家

の
風
景

の
中
に
亡
び
ゆ
く
も

の
の
哀
感
を
描
く
こ
と

に
よ

っ
て
自

ら
の
胸
に
宿

る
普
遍

的
虚
無
感
を
表
現
し
て

い
る

の
で
あ
ろ
う
。
け
だ

る
い
春

の
日
に
漂
う
倦
怠
感
が
巧

み
に
象
徴
さ
れ

て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
風
景

の
中

で
鳩

の
鳴
き
声

が
聞

こ
え

て
く
る
。
そ

の
鳴
き
声
を
摸
写
す
る

「
ほ
ろ

う
ん
、
ほ
ろ
う
ん
」

が
規
則
的

に
各
連

(
こ
の
詩
は
十

一
連
か
ら
成

っ
て
い
る
が
)

の
冒
頭
で
繰
り
返

さ
れ
て
お
り
、
首
句
反
復

に
よ
る
平
行
法

の
効
果
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
行

や
句
、
節

の
最
後

の
あ
る

い
は
重
要
な
語
を
以
下

の
節

や
行

の
初
め
で
繰
り
返
す
表
現
法

は
前
辞
反
復
と
言
う
。
こ
こ
で
は
白
秋
作
品
の
な
か
の
二
例
を
挙
げ
る
。

(前
略
)

そ

の
頭
は
空
虚

の
頭
、

白

い
お
面
が
こ
ろ
こ
ろ
と
、

こ
ろ
こ
ろ
と
…
…

こ
ろ
こ
ろ
と
転
ぶ
お
面
を

わ
か

い
男
が
待
ち
受
け

て
、

(後
略
)

(北
原
白
秋

「人
形

つ
く
り
」

『
思
ひ
出
』

一
九

一
一
年
)
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ほ

の
青

い
雪

の
ふ

る
夜

に
、

電

車

み
ち

を

、

酔

つ
て
、
酔

つ
て
、
酔

つ
ぱ

ら

つ
て
さ

、

ひ

ょ
ろ

ひ

ょ
ろ
と

、

ふ

ら

ふ
ら
と

、
凭

れ
か

か

れ
ば

、
硝

子

戸

に
。

団
O
拝
…
.肖
9
冖…
…
図
O
一8
昌
笆
…
…
…

(北

原
白

秋

「柳

の
左

和

利
」

『東

京
景

物

詩

及
其
他

』

一
九

一
二
年

)

前
辞
反
復
は
主
題
を
強
調
す
る
役
割
を
果
た
す
技
法

で
あ
る
。
散
文
で
は
、
前
句
末

で
使
用
さ
れ
た

表
現
を
反
復
し
て
後
句
を
始
め
る
の
は
、
不
協
和
音
的
効
果
を
起
す
こ
と
も
あ
る
た
め
、

一
般
的
に
避

け
ら
れ
て

い
る
が
、
詩
に
お

い
て
は
特
に
リ
ズ

ム
と
ポ
ー
ズ
を
強
調
で
き
る
操
作
と
し
て
よ
く
使
用
さ

れ
る
。
上
記

の
例

で
は
、

「人
形

つ
く
り
」

の
場
合
、
「
こ
ろ
こ
ろ
」
と

い
う
擬
声
語
が
二
節
に
わ
た

っ

て
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、

「柳

の
左
和
利
」

の
場
合
、
「
ふ
ら
ふ
ら
」

が
前
句

の

「
ひ

ょ

ろ
ひ

ょ
ろ
」
に
交
代

し
て
用

い
ら
れ
て

い
る
。
後
者

で
は
、
使
わ
れ
て

い
る
擬
声
語
が
異

な
る
の
で
、

完
璧
な
前
辞
反
復
と
し

て
は
認
め
が
た

い
が
、
白
秋
に
お

い
て
は
、
ま

っ
た
く
同

一
の
擬
声
語

で
は
な

く

て
も
、
擬
声
語
を
用

い
て
節
を
結

ぶ
、
あ

る
い
は
前
句
と
後
句
を

つ
な
げ
る
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。

次
に
、

一
語
反
復
と

い
う
表
現
法

の
二
例
を
あ
げ

て
お
く
。
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ち

、
ち

、

ち

、
ち

、
と

、
も

の
せ

は
し

く

刻

む
音

…

(後

略

)

(北

原
白

秋

「
雨

の
日
ぐ

ら

し
」

『邪
宗

門
』

一
九

〇
九

年

)

ぴ
よ
、
ぴ
よ
、
ぴ
よ
、
ぴ
よ
、
ぴ
よ
、
ぴ
よ
、
ぴ
よ
、
ぴ
よ
と

空

で
は
雲
雀

の
親
が
鳴

い
て
ゐ
る
。

お
れ
は
か
は
い
さ
う
な
雲
雀

の
巣
を
な
が
め
た
。

(後
略
)

(萩
原
朔
太
郎

「
雲
雀

の
巣
」

『
月
に
吠
え

る
』

一
九

一
七
年
)

ま
た
も
時
代
が
さ
が
る
が
、
草
野
心
平
に
は
、
次

の
よ
う
な
興
味
深

い
詩
が
あ
る
。

(前
略
)

し
ん
し
ん
し
ん
し
ん

し
ん
し
ん
し
ん
し
ん
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し
ん
し
ん
し
ん
し
ん

し
ん
し
ん
し
ん
し
ん

し
ん
し
ん
し
ん
し
ん

し
ん
し
ん
し
ん
し
ん

し
ん
し
ん
し
ん
し
ん

し
ん
し
ん
し
ん
し
ん

し
ん
し
ん
し
ん
し
ん

草
野
心
平

「汎
神
論
に
雪
が
降
る
」

『凸
凹
』

一
九
七
四
年
)
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一
語
反
復
と
は
、

「
ち
、
ち
、
ち
、
ち
、
」
「
ぴ
よ
、
ぴ
よ
、
ぴ
よ
、
ぴ
よ
」

の
よ
う
に
接
続
詞
を
省

略
し

て
語
句
を
繰
り
返
す
表
現
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
定
型
詩
で
あ
る
俳
歌

で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
表

現
法
で
あ

っ
た
が
、
制
限
を
持
た
な

い
自
由
詩
に
は
最
も
見
ら
れ
る
技
法

の

一
つ
と
な

っ
た
。

次

の
詩
は
、
擬
声
語

の
反
復
に
よ
る
交
錯
配
列
法
的
効
果
が
見
ら
れ
る

一
例

で
あ
る
。

ほ

の
青

い
雪
の
ふ
る
夜
に
、

電
車

み
ち
を
、



酔

つ
て
、
酔

つ
て
、
酔

つ
ぱ

ら

つ
て
さ
、

ひ

ょ
ろ
ひ

ょ

ろ
と
、

ふ

ら

ふ
ら
と

、
凭

れ
か

か
れ

ば
、

硝

子

戸

に
。

団
O
岑
…
●団
9
冖…
…
図
O
一叶O
昌
巴
…
…
…

ほ

の
青

い
雪

は

ふ
り
、

店

の
中

で
は

し

ん
み

り
と

柳

の
左
和

利

、

酔

つ
て
、
酔

つ
て
、
酔

つ
ぱ

ら

つ
て
さ
、

ふ
ら

ふ

ら
と

、

ひ

ょ

ろ
ひ

ょ
ろ
と
首

を

ふ
れ

ば
太

棹

が
…
…

肖
9
厂
…
団
9
r
…
図
9
8
昌
90
一…
…
…

(後

略

)

(北
原

白

秋

「
柳

の
左

和
利

」

『東
京

景

物
詩

及
其

他
』
)

交

錯

配

列

法

と

は
、

同

一
あ

る

い
は
類

義

の
語
を

A

B

B

A

の
形

式

で
繰

り

返

す
表

現

法

で
あ

る

。

「
柳

の
左

和

利

」

で
は

、
第

一
節

の

「
ひ

ょ
ろ
ひ

ょ
ろ
」

「
ふ
ら

ふ

ら
」

が
第

二
節

で
は

交

代

し

て

「
ふ

ら

ふ
ら

」

「
ひ

ょ
ろ
ひ

ょ

ろ
」

と

い
う

順
番

で
用

い
ら

れ

て

い
る
。

一
方

、

次

の
詩

で
は

擬
声

語

の
反

復

に
よ

る
頭

韻
法

の
例

が
見

ら

れ
る

。
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(前
略
)

た
と

へ
ば
蛾
蝶

の
ご
と
き
も
の
さ

へ
、

そ
の
う
す
き
羽
は
卵
に
て
か
た
ち
つ
く
ら
れ
、

そ
れ
が
あ

の
や
う
に
、
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
光
る
の
だ
。

(後
略
)

(萩
原
朔
太
郎

「春

の
実
体
」

『
月
に
吠
え
る
』
)

ふ
ん
ふ
ん

ふ
ん
ふ
ん

ふ
ん
ふ
ん

ふ
ん
ふ
ん

、ン

ヤ

、ン

ヤ

、ン

ヤ

、ン

ヤ

シ

ャ

シ

ャ

シ

ャ

シ

ャ

シ

ョ
ビ

シ

ョ
ビ

シ

ョ
ビ

シ

ョ
ビ

シ

ョ
ビ

シ

ョ
ビ

シ

ョ
ビ

シ

ョ
ビ
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ぽ
つ
し

ぼ

つ
し

ぼ

つ
し

ぼ

つ
し

ぼ

つ
し

ぼ

つ
し

ぼ

つ
し

ぼ

つ
し

し
ん
し
ん
し
ん
し
ん

し
ん
し
ん
し
ん
し
ん

し
し
し
し
し
し
し
し

し
し
し
し
し
し
し
し

(後
略
)

(草
野
心
平

「
汎
神
論
に
雪
が
降
る
」

『凸
凹
』
)
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頭
韻
法
と
は
、
二
語
以
上

の
初

め
を
同
音
ま
た
は
同
字
に
し
て
繰
り
返
す
表
現
法

で
あ

る
。
通
常
言

語

で
は
同
音

の
連
続
は
不
快
音
調
を
生
み
出
す

こ
と
が
多
く
、

一
般
に
は
避
け
ら
れ

て
い
る
が
、
擬
声

語

に
お

い
て
は
こ
う

い
っ
た
同
音

の
連
続
は
、
よ
く
見
ら
れ
る
も

の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
上
記

の
朔
太

郎

の
詩
で
は
、
朔
太
郎
自
身

の
特
異
な
感
覚

が
捉
え
た
春

の

「
実
体
」
が
描
か
れ
て

い
る
。
朔
太
郎
が

捉
え
た
春

の
実
体
は
卵

で
あ
る
。
春
を
作

っ
て

い
る
桜

の
花
、
柳

の
枝
、
蛾
蝶
な
ど
は
す
べ
て
卵
か
ら



生

み
出
さ
れ
、
そ

の
卵
は
空
気

の
中

に
も
見
出

さ
れ
る
。
朔
太
郎

が
こ
こ
で

「
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
」

と

い
う
擬
声
語

に

「
光
る
」
を
並
列
し
た
こ
と

に
よ

っ
て
、
軟

口
蓋

の
無
声
破
裂
音
/
k
/
が
繰
り
返

さ
れ
、
頭
韻
法

の
効
果
が
生

じ
る

の
で
あ
る
。

こ
の
他

に
も
、
近
代

の
自
由
詩
に
は
擬
声
語

の
使
用
に
よ
る
様

々
な
修
辞
的
効
果
を
見
出
す

こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
修
辞
的
効
果
は
反
復
法

に
よ
る
も

の
ば
か
り

で
は
な

い
。
例
え
ば
、
転

義

の
領
域

の
中
に
分
類
さ
れ
る
直
喩
、
隠
喩
、
擬
人
法
な
ど
も
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
法

で
あ

る
。
ま
ず

直
喩
と
し
て
は
以
下

の

一
例
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

(前
略
)

こ
ん
な
さ
び
し

い
風
景

の
中
に
う
き
あ
が

つ
て
、

白

つ
ぼ
け
た
殺
人
者

の
顔
が
、

草

の
や
う

に
び
ら
び
ら
笑

つ
て
ゐ
る
。

(萩
原
朔
太
郎

「
酒
精
中
毒
者

の
死
」

『月

に
吠
え

る
』
)

一27一

 

直
喩

は

「
A
は
B
の
よ
う

で
あ
る
」
と

い
う
形
式
を
取
る
が
、
上
記

の
朔
太
郎

の
詩

で
は
、
殺
人
者

の
笑
う
様
子
と
草

の
間
に
類
似
点

が
見

い
出
さ
れ
、
直
喩

で
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
次



の
詩
で
は
、
隠
喩

の

一
例
が
見
ら
れ
る
。

(前
略
)

そ
れ
ら
は
じ

つ
に
ち

つ
ぼ
け
な

あ
る
か
な

い
か
も
知
れ
な

い
ぐ
ら

ゐ
芽
生

の
子
供
た
ち
だ

そ
れ
が
こ
ん
な
麗
ら
か

の
春

の
日
に
な
り

か
ら
だ
中
ぴ
よ
ぴ
よ
と
鳴

ゐ
て

い
る
。

(萩
原
朔
太
郎

「春

の
芽
生
」

『蝶
を
夢
む
』

一
九
二
一二
年
)

隠
喩
は

「
A
は
B
で
あ
る
」
と

い
う
形
式

で
あ
る
が
、

A
と
B
に
の
間
に
類
似
点
が
認
め
ら
れ
た
時

に
、
A
を
B
に
喩
え

て
表
現
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
隠
喩
的
な
意
味
が
生
じ
る
と

い
う
。
上
記

の
例

で
は
、

朔
太
郎

は
芽
生
と
小
鳥
と
の
間
に
類
似
性
を
発
見
し
た

の
で
、
通
常
小
鳥
、
ひ
よ
こ
等

の
場
合
に
使
用

さ
れ
る

「
ぴ
よ
ぴ
よ
」
と

い
う
擬
声
語
を
用

い
た
。

つ
ま
り
、

こ
の
例

で
は
、
芽
生
は
小
鳥
に
見
立

て

ら
れ
、
そ
こ
に

「
ぴ
よ
ぴ
よ

(と
鳴
く
)
」
と

い
う
表

現
が
用

い
ら
れ
た
こ
と

に
よ

っ
て
隠
喩
的
効
果

が
生
じ
た

の
で
あ
る
。

最
後

に
、
朔
太
郎

に
お
け
る
擬
人
化

の

一
例
を
あ
げ
て
お
く
。
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ま

つ
く

ろ
け

の
猫
が
二
疋
、

な
や
ま
し

い
よ
る

の
家
根

の
う

へ
で
、

ぴ
ん
と
た
て
た
尻
尾

の
さ
き
か
ら
、

糸

の
や
う
な
み
か
づ
き
が
か
す
ん
で
ゐ
る
。

『お
わ
あ
、
こ
ん
ば
ん
は
』

『お
わ
あ
、
こ
ん
ば
ん
は
』

『お
ぎ

や
あ
、
お
ぎ
や
あ
、
お
ぎ
や
あ
』

『お
わ
あ
あ
、

こ
こ
の
家

の
主
人
は
病
気

で
す
』

(萩
原
朔
太
郎

「猫
」

『月
に
吠
え
る
』
)

一29一

 

こ

の
詩
に
お

い
て
、
朔
太
郎
は
猫

の
鳴
き
声
を
擬
声
語
に
よ

っ
て
再
現
し
て

い
る
が
、
描
か
れ
て
い

る
猫
達

の
会
話
そ
の
も

の
が

一
つ
の
擬
人
化

の
試
み
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
擬
声
語
が
自
由
詩

の
中

で
多
数
か

つ
巧

み
に
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
述

べ
た
。
自
由
詩

の

代
表
的
詩
人

に
と

っ
て
、
擬
声
語
は
俗
語
と
し
て
日
常
性
を
表
現
で
き
る
も

の
で
あ

る
と
と
も

に
、
詩

的
表
現
と
し
て
詩
人

の
内
面
生
活
を
叙
情
的
に
表
現
で
き
る
言
語
操
作

で
あ
り
、
ま
た
、
詩

に
お

い
て

も

口
語
化
が
進
む
中

で
詩
人

に
と

っ
て

「
近
代
性
」
を
表
わ
す
た
め

の

一
つ
の
表
現
手
段

で
あ

っ
た
の



で
あ

る
。

先
行
研
究

で
は
、
描
写
が
細
か
く
具
体
的

に
な

っ
て
き
た
近
代

の
文
章
表
現
で
は
擬
声
語

の
使
用
率

が
増
加

し
た
と

の
指
摘
は
す

で
に
散
見
さ
れ
る
も

の
の
、
何
故
擬
声
語

が
近
代

の
文
章
表
現

に
お

い
て

多
く
使
用
さ
れ
て

い
る
か
に

つ
い
て
は
解
明
さ
れ
な

い
ま
ま
で
あ

っ
た
。
よ

っ
て
こ
の
発
表

で
は
、
試

み
と
し
て
次

の
点
を
挙
げ
た
。
ま
ず
、
擬
声
語

は
す
で
に
俗
語
を
重
視
し
た
近
世
文
学

の
表
現
手
法

の

一
つ
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ

の
後
新
式
文
章

で
は
近
世
文
学

で
多

用
さ
れ
た
修
辞
的
技
巧

が
お
お
む
ね

徐

々
に
姿
を
消
し

て
い

っ
た

の
に
対
し
て
俗
語
的
表
現
で
あ

る
擬
声
語
は
そ

の
ま
ま
使

い
続
け
ら
れ
、

近
代

の
文
章
表
現

の
特
色

の

一
つ
と
も
な

っ
て
い

っ
た

こ
と
、
そ
し
て
そ

の
主
な
理
由
と
し

て
、
擬
声

語
が
自
然
主
義

の
無
技
巧
論
に
背
反
し
な

い
も

の
と
し

て
多
く

の
文
学
者
に
評
価
さ
れ
、
広
く
使
用
さ

れ
た
こ
と
、
で
あ
る
。

一
方
、
擬
声
語

の
増
加

は
近
代
文
学

の
特
有
な
表
現
形
態

で
あ

っ
た
自
由
詩
に
も
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
も
述
べ
た
。
擬
声
語

の
問
題
は
、
個
人

の
好

み
や
選
択

に
深
く
関
わ
る
も

の
で
あ

る
の
で
、
如
何
な

る
時
代
で
あ

っ
て
も
作
品
や
作
家
に
よ

っ
て
擬
声
語
が
多
く
用

い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

用

い
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
自
由
詩

は
定
型
詩
と
異
な
り
何
ら
制
約
が
無

い
ゆ
え
、
当
時

の
多

く

の
作
品

に
お

い
て
、
擬
声
語
が
単

な
る
言
語
操
作

で
は
な
く
、
「
近
代
的
」
表

現
と

し
て
用

い

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
擬
声
語
は
詩
人

の
内
面

の
言
語
記
号
化

の
手
段
と
し

て
、
必
然
的
選
択



に
よ

っ
て
用

い
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
必
要
不
可
欠
な
も

の
と
な

っ
て
い

っ
た
と
言
え

よ
う
。
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発表を終えて

平成九年に名古屋大学大学院文学研究科にて博士号 を取得する

ことにより、私の日本での八年間の留学生活は終わ りました。同

時にアメリカの大学での奉職が決定 し、 日本を離れることになっ

て しまいました。

離 日後五年が過ぎて初めて日本で長期間滞在の機会 を得ること

ができました。振 り返 ってみれば、わずか半年あま りの滞在であ

りましたが、 自然豊かな国際日本文化研究セ ンター(日 文研)に

て研究に専念 しなが ら、京都 という伝統のある素晴 しい街で生活

を家族 とともに過ごすことがで き、私にとって生涯忘れ られない

半年になりました。

また、滞在中には国際交流基金での発表の機会を与えられたこ

とに感謝 してお ります。現在の私の主要研究テーマは近代 日本の

修辞学史であ りますが、大学院時代から関心のあった修辞の一つ

である擬声語 について 日文研フォーラムの場 にて研究成果を発表

できたことは、誠に光栄なことであ ります。

最後に、滞在中、貴重 なお時間を割 き私を御指導 して くださっ

た鈴木先生に深 く感謝の意を表わさせて頂 きます。国際交流基金

での発表の際、貴重なコメントお よび御指摘 を頂いた光田先生、

そ して私の滞在中の研究 ・日常生活をサポー トして頂 いた 日文

研 ・研究協力課の皆 さんにこの場を借 りてお礼 を申し上げたいと

思います。

メ凪 。 〈勾 一
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日文研フォーラム開催一覧

屆 年 月 日 発 表 者.テ_マ 丶

1
62.10.12

(1987)

入1邑鰄nとあ『▽入Lろう入(ピ サ大学助教授)

「近代 日本の社会移動に関する一、二の考察」

2
62.12.ll

エ ン ゲ ル ベ ル ト ・ ヨ リ ッ セ ン

EngelbertJORIβEN(日 文研客員助教授)

「南蛮時代の文書の成立 と南蛮学の発展」

③
63.2.19

(1988)

リ ー ト ン プ ソ ンA

LeeA.↑HOMPSON(大 阪大学助手)

「大相撲 の近代化」

4
63.4.19

フ オ ス コ ・マ ラ イ ー 二

FoscoMARAINI(日 文研客員教授)

「庭園に見る東西文明のちがい」

⑤
63.6.14

叙〕NGWhiChil

宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)

「大塩平八郎研究の問題点」

6
63.8.9

セ ッ プ ・ リ ン ハ ル ト

SeppLINHART(ウ ィー ン大 学 教 授)

「近 世 後 期 日本 の 遊 び一 拳 を 中心 に一 」

⑦
63.10.ll

ス ー ザ ンJ.ネ ィ ピ ァ

SusanJ.NAPIER(テ キサス大学助教授)

「近代 日本小説における女性像一現実と幻想」

⑧
63.12.13

ジ ェ ー ム ズ ド ビ ン ズC

JamesC.D6BBINS(オ ベ リン大学助教授)

「仏教に生きた中世の女性一恵信尼の書簡」

⑨
元.2.14

(1989)

YANAllSheng

厳 安生(北 京外国語学院日本語学部助教授)

「中国人留学生の見た明治日本」

⑩
元.4.ll

しIUJ【ngwen

劉 敬文(遼 寧大学日本研究所副所長)

「教育投資と日本の戦後経済高度成長」

⑪
元.5.9 §彪a盆e瓠 重(オ ベリン大学助教授)

「中世京都における土倉酒屋一都市社会の自由とその限界一」

⑫

乂

元.6.13

HSIAGal19

夏 剛(京 都工芸繊維大学助教授)

「インタビュー ・ノンフィクションの可能性一猪瀬直樹著 『日

本凡人伝』を手掛か りに一」 ノ



庵
一
兀.7.11

(1989)

言,翫 δk齟 諭(東 漱 学助鰕)丶

「国家神道を考える」

⑭

■_一

兀.8.8 衰1赫●盛 長品(ソ 連科学アカデ ミー ・世界文学研究所教授)

「近代 日本文学研究の問題点」

⑮

一
兀.9.12

ハ ル ト ム ー ト0.ロ ー タ ー モ ン ド

HartmutO.ROTERMUND(フ ランス国立高等研究院教授)

「江戸末期における疫病神 と疱瘡絵の諸問題」

⑯

一
兀.10.3

WANGXiallg-ron9

汪 向榮(中 国中 日関係史研究会常務理事 ・日文研客員教授)

「弥生時期 日本に来た中国人」

⑰

一
兀.11.14

ジ ェ フ リ ー ・ ブ ロ ー ド ベ ン ト

JeffreyBROADBENT(ミ ネソタ大学助教授)

「地域開発政策決定過程を通してみた日米社会構造の比較」

⑱

一
兀.12.12 査r盍籠1乞芭孟 苧(フ ランス国立科学研究所助教授)

「日本の国際化の展望と外国人労働者問題」

⑲
2.1.9

(1990)

ス ミ エ ・ ジ ョ ー ン ズ

SumieJONES(イ ンデ ィ ア ナ大 学 準 教 授)

「レ トリ ッ ク と して の 江 戸 」

⑳
2.2.13

カ ー ル ・ ベ ッ カ ー

CarlBECKER(筑 波大学哲学思想学系外国人教師)

「往生一日本の来生観 と尊厳死の倫理」

⑳
2.4.10

グ ツ ド マ ング ラ ン トK

GrantK.dOODMAN(カ ンザス大学教授 ・日文研客員教授)

「忘れ られた兵士一戦争中の日本に於けるインド留学生」

22
2.5.8

イ ア ン ・ ヒデ オ ・リ ー ビ

IanHideoLEVY

(スタンフォー ド大学準教授 ・日文研客員助教授)

「柿本人麿 と日本文学における 『独創性』について」

23
2.6.12 右諸a屈o掬㎡E誉(ミ ネソタ州立大学助教授)

「村上春樹:神 話の解体」

⑳
2.7.10

LIGuodong

李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院日本語学部講師)

「魯迅の悲劇 と漱石の悲劇一文化伝統からの一考察一」

㊧
2.9.11

MAXin9-guo

馬 興国(遼 寧大学日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)

「正月の風俗一中国と日本」

⑳

又

2.10.9
ク ラ フ トケ ネ ス

Kenne出KRAFT(リ ーハイ大学助教授)

「現代 日本における仏教 と社会活動」 ノノ



r
27

2.11.13

(1990)

入蕨 甜 冨 柚 ヤ(カイ。大轜 師)丶

「義経文学 とエジプ トのべーバルス王伝説における主従関係の

比較」

⑱
3.1.8

(1991)

カ レ ル ・ フ ィ ア ラ

KarelFIALA(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員助教授)

「言語学からみた 『平家物語 ・巻一』の成立過程」

⑳
3.2.12

ア レ ク サ ン ドル.、.ド ー リ ン

AleksandrA.DOLIN

(ソ連 科 学 ア カ デ ミー 東 洋 学 研 究所 上 級 研 究 員)

「ソ ビエ ッ トの 日本 文 学 翻 訳 事 情 一 古 典 か ら近 代 ま で一 」

30
3.3.5

ウ イ ー ベPカ ウ テ ル ト

WybeP.KUITERT(ワ ー ゲ ニ ンゲ ン大 学 研 究 員)

「バ ロ ッ ク ・ヨー ロ ッパ の 日本 庭 園情 報 一 ゲ オ ル グ ・マ イ ス テ

ル の 旅 一 」

⑳
3.4.9

ミ コ ワ イ ・ メ ラ ノ ビ ッ チ

Miko士ajMELANOWICZ

(ワ ル シ ャ ワ大 学 教 授 ・日文 研 客 員 教 授)

「ポ ー ラ ン ドに お け る谷 崎潤 一 郎 文 学 」

32
3.5.14

ベ ア ト リ スNI.ボ ダ ル ト ・ ベ イ リ ー

BeatriceM.BODART-BAILEY

(オー ス トラ リア 国立 大 学 リサ ー チ フ ェ ロー ・日文研 客 員 助教 授)

「三 百 年 前 の 京 都 一 ケ ンペ ル の上 洛 記 録 」

⑬
3.6.11

サ ト ヤB.ワ ル マ

SatyaB.VERMA

(ジ ャ ワ ハ ル ラ ー ル ・ネ ー ル大 学 教 授 ・日文 研 客 員 教 授)

「イ ン ドに お け る俳 句 」

34
3.7.9

ユ ル ゲ ン ・ ベ ル ン ト

JargenBERNDT(フ ンボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

「ドイツ統合 とベルリンにおける森鴎外記念館」

⑳
3.9.10

ド ナ ル ドM.シ ー キ ン ス

DonaldM.SEEKINS(琉 球 大 学 助 教 授)

「忘 れ られ た ア ジア の 片 隅一50年 間 の 日本 と ビ ル マ の 関 係 」

⑯
3.10.8

WANGXiaoPh19

王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)

「中国詩歌における日本人のイメージ」

⑳

殴

3.11.12

SHINYOI19-tae

辛 容泰(東 国大学校文科大学教授 ・日文研来訪研究員)

「日本語の起源
一 日本語 ・韓国語 ・甲骨文字 との脈絡 を探る一」 ノ



虜 3ユ2.10

(1991)

騨 灘(東 国大学校綴)丶

「古代日本佛教における韓国佛教の役割」

⑳
4,1.14

(1992)

サ ウ ィ ト リ ・ ウ ィ シ ュ ワ ナ タ ン

SavitriVISHWANATHAN(デ リー大学教授 ・日文研客員教授)

「インドは日本から遠い国か?一 第二次大戦後の

国際情勢 と日本のインド観の変遷一」

40
4.3.10

ジ ヤ ン 冨 ジ ャ ッ ク ・ オ リ ガ ス

JeanJacquesORIGAS(フ ランス国立東洋言語文化研究所教授)

「正岡子規 と明治の随筆」

⑪
4.4.14

リブシェ'ボ ハ7毛 コヴア7

Libu§eBOHACKOVA

(プ ラハ 国立 博 物 館 日本 美 術 元 キ ュ レー ター ・日文 研 客 員 教 授)

「チ ェ コス ロバ キ ア に お け る 日本 美 術 」

42
4.5.12

ポ ー ル ・ マ ッ カ ー シ ー

PaulMcCARTHY(駿 河台大学教授)

「谷崎文学の 『読み』 と翻訳:ア メリカにおける

最近の傾向」

43
4.6.9

G.カ メ ロ ン ・ バ ー ス ト 皿

G.CameronHURST皿(ニ ュ ー ヨ ー ク市 立 大 学 リー マ ン広 島

校 学 長 ・カ ンザ ス大 学 東 ア ジ ア 研 究 所 長)

「兵 法 か ら武 芸 ヘ ー 徳 川 時 代 にお け る 武 芸 の 発 達 一 」

44
4.7.14

YoshloSUGIMOTO

杉本 良夫(ラ トローブ大学教授)

「オース トラリアから見た日本社会」

⑮
4.9.8

WANGYong

王 勇

(杭州大学 日本文化研究センター教授 ・日文研客員助教授)

「中国における聖徳太子」

⑯
4.10.13

LEEY`)UngGu

李 栄九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)

「直観と芭蕉の俳句」

㊨
4.11.10

ウ ィ リ ア ムD.ジ ョ ン ス ト ン

WilliamD.JOHNSTON

(ウェスリアン大学助教授 ・日文研客員助教授)

「日本疾病史考一 『黴毒』の医学的 ・文化的概念の形成」

⑱

殴

4.12.8

マ ノ ジ ュ シ ュ レ ス タL

ManojL.SHRESTHA(甲 南大学経営学部講師)

「アジアにおける日系企業の戦略転換
一技術移転 をめ ぐって一」 ノ



毎 5.1.12 雑 饑(圓 光大学鰤 鰍 学副鞭.日 文研来訪研究員)丶
(1993) 「キリス ト教受容における日韓比較」

マ ー テ ィ ン ・ コ ル カ ッ ト

5.2.9
MartinCOLLCUTT

50 (プリンス トン大学教授 ・日文研客員教授)

「伝説 と歴史の問一北條政子 と宗教」

YoshiakiS田MIZU

⑪
5.3.9 清 水 義 明(プ リ ンス トン大 学 マ ー カ ン ド栄 誉 教 授)

「チ ャー ル ズL.ブ リア ー(1854～1919)と ブ リ ア ー 美 術 館

一 米 国 の 日本 美 術 コ レ ク シ ョ ンの 一一例 と して一 」

KIMChoonNlie

⑫
5.4.13 金 春美(高 麗大学校教授 ・日文研来訪研究員)

「日本近代知識人の思想 と実践一有島武郎の場合一」

タ キ エ ・ ス ギ ヤ マ ・ リ プ ラ

5.5.ll
TakieSUGIYAMALEBRA(ハ ワ イ大 学 教 授)

53 「皇太子妃選択の象徴性
一旧身分文化 との関連 を中心として一」

B.W,KANG

5.6.8 姜 希雄(ハ ワイ大学教授 ・日文研客員教授)
54 「変革と選択:10世 紀の 日本 と朝鮮

一科挙制度をめ ぐって一」

⑮
5.7ユ3

ッ ベ タ ナ ・ ク リ ス テ ワ

TzvetanaKRISTEVA(ソ フ ィ ア大 学 教 授 ・日文 研 客 員 教 授)

「涙の語 り一平安朝文学の特質一」

⑯
5.9.14

KIMYo曙W(沿n

金 容雲(漢 陽大学教授 ・日文研客員教授)

「和算 と韓算を通 してみた日韓文化比較」

オ ロ フG.リ デ ィ ン

⑰
5.10.12 010fGLIDIN(コ ペ ンハ ー ゲ ン大 学 教 授 ・日文研 客 員 教 授)

「徳川時代思想における荻生徂徠」

マ ヤ0ミ ル シ る ス キ ー

⑱
5.11.9 MajaM工LCINSKI

(ス ロベ ニ ア ・リ ュ ブ リ ア ナ大 学 助 教 授 ・日文 研 客 員 助 教 授)

「無常観の東西比較」

ウ ィ リ ー ・ ヴ ァ ン ド ゥ ワ ラ

5.12.14
WillyVANDEWALLE

59
(ベル ギ ー ・ル ー ヴ ァ ン ・カ トリ ック大 学 教 授 ・日文 研 客 員 教 授)

「日本 ・ベルギー文化交流史一南蛮美術か ら洋学まで一」

60
6.1.18

J.マ ー テ ィ ン ・ ホ ル マ ン

J・MartinHOLMAN(ミ シ ガ ン州 立 大 学 連 合 日本 セ ン タ ー所 長)

陵 (1994) 「自然と偽作一井上靖文学における 『陰謀」一」 ノ



〆 磁。鋤 畆§面V入 丶

61
6.2.8 (ロシア科学アカデミー東洋学研究所研究員)

(1994) 「外か ら見た日本文化と日本文学
一俳句の可能性を中心に一」

オ ギ ュ ス タ ン ・ ベ ル ク

6.3.8
AugustinBERQUE

62 (フランス ・社会科学高等研究院教授 ・日文研客員教授)

「和辻哲郎の風土論の現代性」

リ チ ャ ー ド ・ ト ラ ン ス

㊥
6.4.12 RichardTORRANCE(オ ハ イ オ 州 立 大 学 助 教 授)

「出雲地方に於ける読み書 き能力と現代文学、1880～1930」

シ ル バ ー ノD.マ ヒ ウ ォ

6.5.10
SylvanoD.MAHIWO

64 (フィリピン大学アジアセンター準教授)

「フィリピンにおける日本現状紹介の諸問題」

LIUJianIIui

65
6.6.14 劉 建輝(南 開大学副教授 ・日文研客員助教授)

「『魔都』体験一文学における日本人と上海」

チ ャ ー ル ズJ.ク イ ン

6.7.12
CharlesJ.QUINN

66 (オハイオ州立大学準教授 ・東北大学客員教授)

「私の日本語発見一王朝文を中心に一」

フ ラ ン ソ ワ ・ マ 七

6.9.13
FrangoisMACE

67 (フランス国立東洋言語文化研究所教授 ・日文研客員教授)

「幻の行列一秀吉の葬送儀礼一」

JIAHuトxuan

⑱
6.11.15 賈 薫 萱(北 京大学助教授 ・日文研客員助教授)

「中日比較食文化論一健康的飲食法の研究一」

PENGFei

69
6.12.20 彭 飛(日 本学術振興会特別研究員)

「日本語の表現からみた一異文化摩擦のメカニズムー」

ミ ハ イ ルV,ウ ス ペ ン ス キ ー

MichailV.USPENSKY

⑳
7.1.10

(ユ995)

(エ ル ミタ ー ジ ュ 美 術 館 学 芸 員 ・日文 研 客 員 助 教 授)

「根 付一 ロ シ ア ・エ ル ミ ター ジ ュ美 術 館 の コ レ ク シ ョン

を中心に一」

Y.丶NShaoI)an9

⑪
7.2.14 厳 紹 盪(北 京大学教授 ・日文研客員教授)

「記紀神話における二神創世の形態一束アジア文化 とのか

殴 かわ り一」 ノ



毎 7.3.14

(1995)
野 豢駐(南開大学鞭 ・日文研額 教授)丶

「渋沢栄一の 『論語算盤説』と日本的な資本主義精神」

⑬
7.4.11

ア リ ソ ン・ ト キ タ

AlisonTOKITA

(モナシュ大学助教授 ・日文研客員助教授)

「日本伝統音楽における語 り物の系譜一旋律型を中心 に一」

⑭
7.5.9

リ ュ ド ミ ー ラ ・エ ル マ コ ー ワ

LioudmilaERMAKOVA

(ロシア科学アカデミー東洋学研究所極東文学課長)

「和歌の起源一神話 と歴史一」

75
7.6.6

バ トリ シ ア・フ ィ ス タ ー

PatriciaFISTER(日 文研 客 員 助 教 授)

「近 世 日本 の 女 性 画 家 た ち」

76
7.7.25

CHOIKil-Sung

崔 吉城(広 島大学総合科学部教授)

「『恨』の日韓比較の一考察」

⑰
7.9.26

SUDechang

蘇 徳昌(奈 良大学教養部教授)

「日中の敬語表現」

⑱
7ユ0.17

L工JunYang

李 均洋(西 北大学副教授 ・日文研来訪研究員)

「雷神思想の源流 と展開一 日・中比較文化考一」

79
7.11.28

ウ ィ リ ア ム ・ サ モ ニ デ ス

WilliamSAMONIDES

(カンザス大学助教授 ・日文研客員助教授)

「豊臣秀吉 と高台寺の美術」

⑳
7.12.19

タ チ ヤ ー ナL.ソ コ ロ ワ=デ リ ュ ー シ ナ

TatyanaL.SOKOLOVA-DELYUSINA

(翻 訳 家 ・日文 研 来 訪 研 究 員)

「俳 句 の 国 際 性 一 西 欧 の 俳 句 に つ い て の 一 考 察 一 」

81
8.1.16

(1996)

ジ ョ ン ・ ク ラ ー ク

JohnCLARK(シ ドニー大学助教授 ・日文研客員助教授)

「日本の近代性 とアジア:絵 画の場合」

⑳
8.2。13

ジェイ・ル ー ビ ン

JayRUBIN(ハ ー バ ー ド大 学 教 授 ・日文研 客 員 教 授)

「京 の雪 、 能 の 雪 」

83

乂

8.3.12
イ ザ ベ ル ・ シ ャ リ エ

IsabelleCHARRIER(神 戸大学国際文化学部外国人教師)

「日本近代美術史の成立一近代批評における新語一」
ノノ



r
⑭

8.4.16

(1996)

亡dt箇(溜 。面 丶、

(ニューキャッスル大学教授 ・日文研客員教授)

「日本近代文芸におけるゴシック風小説」

⑳
8.5.28

マ ー ク ・コウデ ィ・ポ ー ル ト ン

MarkCodyPOULTON

(ヴィクトリア大学助教授 ・日文研客員助教授)

「能における 『草木成仏』の意味」

⑳
8.6.ll

フ ラ ン シ ス コ ・ハ ビ エ ル ・ タ ブ レ ロ

FranciscoJavierTABLERO(慶 應 義 塾 大 学 訪 問 講 師)

「社 会 的構 築 物 と して の 相 撲 」

87
8.7.30

シルヴ ァ ン・ギ ニ ヤ ー ル

SilvainGUIGNARD(大 阪学院大学助教授)

「筑前琵琶一文化を語 る楽器」

88
8.9.10

ハ ー バ ー トE.プ ル チ ョ ウ

HerbertEPLUTSCHOW

(カ リ フ ォル ニ ア大 学 ロサ ンゼ ル ス校 教授 ・日文研 客 員 教授)

「怨 霊 の 領 域 」

⑳
8.10.1

W.・"'GXiu・wen

王 秀文(東 北民族学院助教授 ・日文研客員助教授)

「シャクシ ・女 ・魂
一 日本におけるシャクシにまつわる民間信仰一」

90
8ユ1.26

WANGBaoPing

王 宝平

(杭州大学日本文化研究所副所長 ・日文研客員助教授)

「明治期に来 日した中国人の外交官たちと日本」

⑳
8.12.17

CHEN7ShenBao

陳 生保(上 海外国語大学教授 ・日文研客員教授)

「中国語の中の 日本語」

⑫
9.1.21

(1997)

ア レ キ サ ン ダ ーN.メ シ ェ リ ャ コ フ

AlexanderN.MESHCHERYAKOV

(ロシア科学アカデミー東洋学研究所教授 ・日文研来訪研究員)

「奈良時代の文化 と情報」

93
9.2.18

陥塾WYoung-Cheol

郭 永詰(韓 国 ・漢陽大学文科大学長 ・日文研客員教授)

「言語から見た 日本」

⑭

叉

9.3.18

マ リ ア ・ ロ ド リ ゲ ス ・デ ル ・ア リ サ ル

MariaRODRIGUEZDELALISAL(ス ペ イ ン ・マ ド リー ド国

立 外 国語 学 校 助 教 授 ・日本 学 研 究 所 所 長)

「弁当と日本文化」 ノ



r
⑮

9.4.15

(1997)

艫,齢 融R入(カ リフオルニア大学。サンゼルス校羸

授 ・日文研客員助教授)

「弱 き思惟一解釈学の未来を見ながら」

デ ニ ス ・ ヒ ロ タ

DennisHIROTA(京 都浄土真宗翻訳 シリーズ主任翻訳家 バ

⑳
9.5.13 一クレー仏教研究所準教授)

「日本浄土思想と言葉
一なぜ一遍が和歌 を作って、親鸞が作 らなかったか」

ヤ ン'ら コ ラ

⑰
9.6.10 JanSYKORA

(チ ェ コ ・カ レル 大 学 助 教 授 ・日文 研 客 員 助 教 授)

「近世商人の世界一三井高房 『町人考見録』を中心 に一」

KinyaTSURUTA

9.7.8 鶴田 欣也
98 (ブリテイッシュコロンビア大学教授 ・日文研客員教授)

「向こう側の文学一近代からの再生一」

ポ ー リ ン ・ケ ン ト

⑳
9.9.9 PaulineKENT(龍 谷 大 学 助 教 授)

「『菊と刀』のうら話」

セ オ ド ア ・ウ ィ リ ア ム ・ グ ー セ ン

9.10.14
TheodoreWilliamGOOSSEN

loo (ヨーク大学準教授 ・日文研客員助教授)

「『日本文学』 とは何か一21世 紀に向かって」

KIMUchang

金 禹昌(高 麗大学校文科大学教授 ・日文研客員教授)
リヴィア・ モ 不

LiviaMONNET

(モン トリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)
カ ー ル ・ モ ス ク

⑪
9.ll.11 CarlMOSK(ヴ ィ ク トリア大 学 教 授 ・日文 研 客 員教 授)

ヤ ン ・ シ コ ラ

贈}ρ黷～g撃A(カ レル大学助教授 ・日文研客員助教授)
鶴田 欣也

(ブリティッシュコロンビア大学教授 ・日文研客員教授)

パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ン

「日本および日本人一外からのまなざし」

シ ョ ナ ・サ ル ズ

102
9.12.9

JonahSALZ(龍 谷 大 学 助 教 授)

「猿から尼 まで一狂言役者の修業」

KANGShin-pyo

10.1.13 姜 信杓
103

(1998) (仁済大学校人文社会科学研究所教授 ・日文研客員教授)

叉 「京都考見録:韓 国文化人類学者の経験」 ノノ



r⑭ 10,2.10

(1998)
欝 嬾(山 東大学搬.日 文研額 教授)丶

「中世禅林の異端者一一休宗純とその文学」

シュテファン・カ イ ザ ー

105
10.3.3 StefanKAISER(筑 波 大 学 教 授)

「和魂漢才、和魂洋才一語彙 ・表記に見る日本文化の特性」

ス ミ エA,ジ ョー ン ズ

10.4.7
SumieA.JONES

106 (インデ ィアナ大学教授 ・日文研客員教授)

「幽霊と妖怪の江戸文学」

リヴィア・ モ ネ

10.5.19
LiviaMONNET

107 (モン トリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)

「映画と文学の間に一金井美恵子の小説における映画的身体」

Hirosh1温 ㎜q

⑱
10.6.9 島崎 博(レ スブリッジ大学教授 ・日文研客員教授)

「化粧の文化地理」

PeipeiQIU

⑱
10.7.14

丘 培培(バ ッサー大学助教授 ・日文研来訪研究員)

「なぜ荘子の胡蝶 は俳諧の世界に飛ぶのか
一 詩 的 イ メー ジ と して の 典 故 一 」

プ ル ー ノ ・ リ ー ネ ル

10.9.8
BrunoRHYNER(チ ュー リ ッ ヒ大 学 講 師 ・ユ ング派 精 神 分 析

110 家 ・日文研客員助教授)

「日本の教育がかかえる問題点」

ア ハ マ ド ・ムハマ ド・ファトビ ・モスタファ

⑪
10.10.6

AhmedM.F.MOSTAFA

(カ イ ロ大 学 講 師 ・日文 研 客 員 助 教 授)

「『愛玩』一安岡章太郎の 『戦後』のは じまり」

ア リ ソ ン ・ ト キ タ

⑫
10.11.10

AlisonMcQUEEN-TOKITA

(モナ シュ大 学助 教 授 ・日文 研客 員 助 教授)

「『道行 き』と日本文化一芸能を中心に」

グ レ ン ・ フ ッ ク

10.12.8
GlennHOOK

n3 (シェフィール ド大学教授 ・東京大学客員教授)

「地域主義の台頭 と東アジアにおける日本の役割」

DUQin

杜 勤

⑭
ll.1.12

(1999)
(華東師範大学助教授 ・華東師範大学外国語学院

第2学 部副学部長 ・日文研客員助教授)

陵 rr中』のシンボリズムにっいて一宇宙論か らのアブ・一チ」 ノ



r
lユ5

ll.2.9

(1999)

§h晶曲iT盒 丶
(ボス トン大学助教授 ・日文研客員助教授)

「日本の民主主義一沖縄からの挑戦」

⑯
ll.3.16

エ ドウ ィンAク ラ ン ス ト ン

EdwinA.CRANSTON

(ハ ー バ ー ド大 学 教 授 ・日文 研 客 員教 授)

「うた の 色 々:翻 訳 は詩 歌 の 詩 化 また は 死 化?」

⑰
11.4.13

ウ ィ リ ア ムJ,タ イ ラ ー

WilliamJ.TYLER

(オハイオ州立大学助教授 ・日文研客員助教授)

「石川淳著 『黄金傳説』その他の翻訳について」

⑱
11.5.ll

KIMJiKyしm

金 知見(韓 国 ・仏教教育大学大学院長 ・日文研客員教授)

「内藤湖南先生の眞蹟一高麗太祖顕陵詩」

119
11.6.8

マ リ ア ・ヴ ォイヴ ォデ ィッチ

MarijaVOJVODIC

(モンテネグロ共和国政府民営化推進部外資担当課長 ・

日文研客員助教授)

「言葉いろいろ一 日本の言葉に反映された文化の特徴」

⑳
11.7.13

1丿E職 ・睾掌 麗

(米国 ・ケ ドレン精神衛生セ ンター箱庭療法 トレーニ ングコン

サルタント・日文研客員助教授)

「心理臨床の場に映った私生活の中の暴力と社会の中の暴力」

⑪
ll.9.7

SONGMin

宋 敏(韓 国 ・国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)

「明治初期における朝鮮修信使の日本見聞」

⑫
11ユ0.12

ジ ャ ンーノエ ル・A.ロ ベ ー ル

Jean-NoelA.ROBERT

(フ ラ ンス ・パ リ 国立 高 等 研 究 院 教 授 ・日文研 客 員 教 授)

「二 十 一 世 紀 の 漢 文 一 死 語 の 将 来一 」

⑭
ll.11.16

ヴ ラデ ィスラブ ・ニ カ ノ ロ ヴ ィ ッ チ ・ゴ レ グ リ ャ ー ド

VladislavNikanorovichGOREGLIAD

(ロ シ ア科 学 ア カデ ミー 東 洋 学 研 究 所 サ ン ク トペ テ ル ブ ル ク

支 部 極 東 部 長 ・日文 研 客 員 教 授)

「鎖 国 時代 の ロ シ ア に お け る 日本 水 夫 た ち」

⑫
11.12.14

X.JieYANG

楊 暁捷(カ ルガリー大学準教授 ・日文研客員助教授)

「鬼のいる光景一絵巻 『長谷雄草紙』を読む一」 ノ



r
⑮

12.1.11

(2000)

査謡 面E齢(日 文研中核的研究黼 研獺)丶

「年末 ・年始の聖なる夜
一西欧 と日本の年末 ・年始の行事の比較的研究」

LEEEungSoo

⑱
12.2.8 李 応寿(世 宗大学校副教授 ・日文研客員助教授)

「東アジア獅子舞の系譜一五色獅子 を中心に一」

ア ン ナ マ リ ア ・ ト レ ー ン ハ ル ト

12.3.14
AnnaMariaTHRANHARDT

127 (デュ ッセル ドルフ大学教授 ・日文研客員教授)

「皇室と日本赤十字社の始 まり」

ペ ッ カ ・ コ ル ホ ネ ン

⑱
12.4.ll

PekkaKORHONEN

(ユ ワ ス ク ラ大 学 教 授 ・日文 研 客 員 助 教 授)

「アジアの西の境」

KIMJeongRye

⑳
12.5.9 金 貞禮(国 立全南大学校副教授 ・日文研客員助教授)

「五 ・七 ・五 、 日本 と韓 国 」

ケ ネ ス1、.リ チ ャ ー ド

KennethL.RICHARD

⑳
12.6.13 (県立長崎 シーボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

「出島一長崎一 日本一世界 憧憬の旅

サ ダキチ ・ハ ル トマ ン(1867-1944)と 倉場 富三郎(1871-1945)」

リ ュ ド ミ ラ ・ホ ロ ド ヴ ィ ッ チ

12.7.ll
LyudmilaHOLODOVICH

131 (ソフィア大学助教授 ・日文研客員助教授)

「お盆と正教の五旬祭一比較的なアプローチー」

マ ー ク ・ メ リ

⑫
12.9.12 MarkMELI(日 文研外来研究員)

「『物のあはれ』 とは何なのか」

リ チ ャ ー ド・ル ビ ン ジ ャ ー

12ユ0.10
RichardRUBINGER

133 (インデ ィアナ大学教授 ・日文研客員教授)

「読み書 きできなかったのは誰か一明治の日本」

SIIINYong・tae

⑭
12.ll.14 辛 容泰

(東国大学校日本学研究所研究員・日文研客員教授)

「日本 語 の 『カ ゲ(光 ・蔭)』 外一 日本 文化 の ル ー ツ を探 る一 」

C.丶11)unda

12.12.12 蔡 敦達
135 (同済大学 日本学研究所助教授 ・日文研客員助教授)

乂 「中国文人が観た明治 日本一旅行記を読む一」 ノ



憲 13.2.6

(2001)

臨 蕊 藤(日 文研中核的研究黼 研獺)丶

「長者の山一近世的経営の日欧比較一」

ポ ー ル ・S.グ ロ ー ナ ー

13.3.6
PaulS.GRONER

137 (ヴァージニア大学教授 ・日文研客員教授)

「仏教の戒律 とは何か?」

⑱
13.4.10

LIZhuo

李 卓(南 開大学教授 ・日文研客員教授)

「中 日姓名の比較について一親族の血縁性 と社会性一」

エ ッ ケ ハ ル ト ・ マ イ

⑩
13.5.8

EkkehardMAY

(フラ ンクフル ト大学教授 ・日文研客員教授)

「西洋における俳句の新しい受容へ」

XUSubin

⑭
13.6.12 徐 蘇斌(日 文研外国人研究員)

「中国現代建築の成立基盤一留 日建築家 ・趙冬日と人民大

会堂一 」

ヘ ン リ ーD.ス ミ ス

13.7.10 HenryD.SMITH,H

141 (コロンビア大学教授 日文研外国人研究員)

「忠臣蔵再考一四十七士の三百年一」

ジ ョ ナ サ ンM.オ ー ガ ス テ ィ ン

⑭
13.9.18 JonathanM.AUGUSTINE(日 文研外 来研 究員)

「聖人伝、高僧伝 と社 会事業一 古代 日本、 ヨーロ ッパの高

僧 を中心 に一 」

ア レ ク サ ン ダ ー ・ ボ ビ ン

13.10.9 AlexanderVOVIN

143 (ハワイ大学準教授 ・日文研客員助教授)

「日韓上代言語域:神 と国 と人 と」

GUANWenNa

13ユ1.13 官 文娜(日 文研外国人研究員)
144 「日本社会における 「近親婚」と中国の 「同姓不婚」との

比較」

チ グ サ キ ム ラ ス テ ィ ー ブ ン

13.12.11
ChigusaKIMURA-STEVEN

145 (ニュージー ラン ド・カンタベ リー大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「大庭みな子『三匹の蟹』:ミニスカー ト文化の中の女 と男」

迎
14.1.15

(2002)

SHINChangHo

申 昌浩(日 文研中核的研究機関研究員)

「親日仏教と韓国社会」 ノ



〆
⑭

14.2.12

(2002)

羸乱,§i施。もで。謡1'丶

(ウェスタン ワシントン大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「近代詩における擬声語について」
JEONGHyeKyeong

鄭 惠卿
14.3.12

148 (世宗大学校人文科学大学副教授 ・日文研外国人研究員)

「日韓言語文化の比較一語る文化と語 らぬ文化一」

マ ッ シ ュ ー フィリップ マ ッ ケ ル ウ ェ イ

14.4.9
MatthewPhilipMcKELWAY

149 (ニューヨーク大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「初期洛中洛外図の人脈と武家作法一三条本を中心 に一」

LEEKwangJoon

14.5.14 李 光濬
150 (東西心理学研究所所長 ・日文研外国人研究員)

「禅心理学的生命観」

L【'Yi

⑪
14.6.11 魯 義

(中国 ・北京外国問題研究会教授 ・日文研外国人研究員)

「中日関係と相互理解」

ア レクシア ボ ロ

14.7.9
AlexiaBORO

152 (イタリア カ ・フォスカリ大学助手 ・日文研外国人研究員)

「建物 と権カー 明治初期の東京の建築について」

YEEMilim

14.9.10 李 美林
153 (日文研外国人研究員)

「近世後期 『美人風俗図』の絵画的特徴一 日韓比較一」

マ ル ク ス リ ュ ッ タ ー マ ン

14.10.8
MarkusRUETTERMANN

154 (日文研外国人研究員)

「伝授から伝統へ一中 ・近世日本における 「啓蒙」の一面について」

KIMMoonGil

14.11.5
金 文吉

155 (韓国・釜山外国語大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「神代文字と日本キリス ト教一国学運動と国字改良」

ス ー ザ ン バ ー ン ズ

14.12.10
SusanL.BURNS

156 (米 ・シカゴ大学 準教授 ・日文研外国人研究員)

殴
「問題化された身体一明治時代における医学 と文化」

ノ



r
14.1.14

6函iaL荳o輛fL丶
157 (米 ・プリンス トン大学外国人研究員 ・日文研外国人研究員)

「天保七年常州那珂湊仇討ち一件巓末」

ZhanXiaomei

14.2.18
戦 暁梅

158 (日文研研究機関研究員)

叉 「隠逸山水に秘め られた 『近代』」 ノ

○ は 報 告 書 既 刊

な お 、 報 告 書 の 全 文 を ホ ー ム ペ ー ジ で 見 る こ とが 出 来 ま す 。

http://www.nichibun.acjp/dbase/forum.htm



*******

発 行 日2003年3月31日

編 集 発 行 国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー

京 都 市 西 京 区 御 陵 大 枝 山 町3-2

電 話(075)335-2048

ホームページ:http://www.nichibun.acjp

*******

◎2003国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー





■ 日時

2002年2月12日(火)

午後2時 ～4時

■ 会場

国際交流基金 京都支部
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